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キト
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ずお読みくだ
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クト

480Kg

（単相 ED3

キトー

提供に

全を考

お客様

て、さら

安全

ト 電気®

3 形、単相 ED

ーは産業界のお

に取組んで半世

考えた製品造り

様の正しいご使

らに一層の安

全は、キ

気チェー

OM-EDZ

DX3 形、3相

取扱

お役に立つ、

世紀余、常に

りを基本とし

使用と適切な

安全が確保さ

トーの願

ーンブロ

ZZZZ-JPJ-01

EX 形共通）

扱説明書

荷役機械の

にお客様の安

しております

な管理によっ

れましょう。

願いです

ック  

 

 

書 

の 

安 

す。 

 

 

 

す。 



 

 

 

 このキトー

動させる目

左右の三次元

 

 電気チェー

け・取り付

の知識、安全

 この取扱説

 

      

      

      

      
 

 なお、  

も重要な内容

 

絵表示の
 

 ◇・△記号

場合は感

 記号は、禁

 記号は、行

 ています。

 ＊お読み

 

1．取り扱

 
 ●取扱説明

 ●法定資格

  また行わ

 
 ●作業開始

 

 

 

使用目

 

ーセレクト形

的で設計製作

元の荷物の移

ーンブロック

け、運転・操

全の情報、そ

説明書では、

  取り扱

  定され

  取り扱

  が想定

   に記

容を記載して

の例 

号は、禁止・

電注意、  

禁止の行為で

行為を強制し

。(  の場

になった後は

扱い全般

明書および注

格のない人は

わせないでく

始前の点検や

目的  

 

形電気チェー

作されており

移動も可能で

クの使い方を

操作、保守点

そして注意事

注意事項を

扱いを誤った

れる場合。 

扱いを誤った

定される場合

記載した事項

ているので、

・注意を促す

の場合は一

であることを

したり指示し

場合は、必ずア

は、お使いに

般について

注意銘板の内容

、絶対にクレ

ださい。 

や定期自主点検

ーンブロックは

ます。また専

です。人間の運

安全

を誤ると、つっ

点検の前に、必

事項のすべてに

を「危険」、「注

た場合に、危険

た場合に、危険

合および物的損

項でも、状況に

必ず守ってく

す内容があるこ

一般的遵守事項

を告げるもので

したりする内容

アース線を接

になる方がいつ

て 

容を熟知しな

レーン操作、

検を必ず実施
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は、通常の作

専用ミニトロ

運搬用途とし

全上のご注

った荷物の落

必ずこの取扱

について習熟

注意」の 2つ

険な状態が起

険な状態が起

損害のみの発

によっては重

ください。

ことを告げる

項を意味しま

です。 
容を告げるも

接続、  の場

つでもみられ

ない人は運転

玉掛け業務

施してくださ

 

危険！

作業環境下、

ロリやクレー

して設計製作

注意 

落下や感電な

扱説明書を熟

熟してからご

つに区分して

起こりえて、

起こりえて、

発生が想定さ

重大な結果に

るものです。

ます。）が記載

ものです。図

場合は、一般

れるところに

しないでくだ

を行わないで

い。 

特に小容量の

ンとの組合わ

されたもので

どの危険な状

読し、正しく

使用ください

います。 

死亡または重

中程度の障害

れる場合。 

結び付く可能

図の中に具体

載されていま

の中に具体的

般的遵守事項

必ず保管して

ださい。 

でください。

の荷を垂直に

わせで上下に

ではありませ

状態になりま

くご使用くだ

い。 

重傷を受ける

害や軽傷を受

能性がありま

体的な注意事

ます。 

的な指示内容

項を意味します

てください。

 

に高速上下移

に加え前後、

せん。 

ます。据え付

ださい。機器

る可能性が想

受ける可能性

ます。いずれ

事項（   の

容が記載され

す。) 

 



 

2．据え付

 
 ●据え付け

 ●電気チェ

  さい。 

 ●押しボタ

  ケーブル

 ●必ずアー

  ください

 ●横行およ

 ●電気チェ

 ●電気チェ

  げてくだ

 ●電気チェ

3．運転

 
 ●定格荷重

 ※定格荷重

 ●つった荷

  また、人

 ●つり荷の

 ●つり荷の

 ●人の頭上

 ●荷をつっ

 ●運転中は

 ●荷を揺ら

 ●リミット

 ●斜め引き

 ※荷の真上

 ●地球づり

 ●つり荷の

 ※反転作業

 ●使用前に

 ●押しボタ

 ●使用前に

 ●損傷や、

 ●ロードチ

   ・ねじれ

 ・規定よ

付け、取

けは、専門業

ェーンブロッ

タンケーブル

ルの一部を束

ース工事を行

い。 

よび走行レー

ェーンブロッ

ェーンブロッ

ださい。 

ェーンブロッ

と操作に

重を超える荷

重は、銘板に

荷に人は乗ら

人の乗る用途

の下に入らな

の動く範囲に

上を超えて荷

ったまま運転

は荷から気を

らせるような

トスイッチ、

きをしないで

上に電気チェ

り（建屋構造

の反転作業は

業は、反転専

に押しボタン

タンの表示と

にブレーキの

異音、異常

チェーンに次

れ、もつれ、

より伸び、摩

り付けに

業者、専門知識

クに雨や水が

ルの長さ調節等

束ねたり、結び

行ってください

ル端には必ず

クを設置する

クは、ウエフ

クを設置する

ついて 

荷は、絶対につ

表示してあり

ないでくださ

途には絶対使用

いでください

人がいるとき

荷を運搬しない

転位置を離れな

そらさないで

運転はしない

フリクション

でください。 

ーンブロック

造物に引っ掛け

やらないでく

専用の機器を使

の動作を確認

違う方向に動

動作を確認し

常振動が発生し

次の異常がある

亀裂、かみ合

摩耗が大きいも

について 

識のある人以

がかかるなど

等の目的で、

び目を設けた

い。また、ア

ずストッパを

る場所に十分

フック(または

る前に、同梱

つらないでく

ります。 

さい。 

用しないでく

い。 

きは、運転し

いでください

ないでくださ

でください。

いでください

ンクラッチを

クを移動させ

ける操作など

ください。

使用して行っ

認し、押しボ

動くときは直

し、ブレーキ

した電気チェ

るときは絶対

合い異常があ

もの。 
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以外絶対行わ

ど、規定以外

シタフックや

たりしないで

アースのほか

を取り付けて

分な強度があ

はツリカナグ

梱のチェーンバ

ください。 

ください。 

しないでくだ

い。 

さい。 

 

い。 

を常時使って止

せてからつり

ど）をしない

ってください。

ボタンが円滑

直ちに運転をや

キが確実に作動

ェーンブロッ

対に運転しな

あるもの。 

危険！

危険！

ないでくださ

の環境には据

やつり荷と接

ください。

に漏電遮断機

ください。

ることを確認

グ)が自由に揺

バケットを取

さい。 

止める使い方

上げてくださ

でください。

。 

に動作しない

やめてくださ

動しない時は

クは運転しな

いでください

さい。 

据え付けしな

接触するよう

機を電路に取

認してくださ

揺れ動くよう

取り付けてく

方はしないで

さい。 

 

い時は運転し

さい。 

は運転しない

ないでくださ

い。 

ないでくだ 

な位置で 

取り付けて 

さい。 

につり下 

ださい。 

でください。 

しないでくだ

いでください。

さい。 

さい。 

。 



 

 
 ●宙づりし

 ●ロードチ

 ●ロードチ

 ●着脱カナ

   フック着

 

 ●定格電圧

 ●フックの

 ●プラッキ

 ●つり荷を

 ●押しボタ

 ●本体やト

 ●ロードチ

 ●シャープ

 ●荷や玉掛

 ●負荷時間

 ●本体に取

   しないで

 ●使用前に

 ●玉掛け用

 ●巻上げは

 ●押しボタ

 ●2丁づり

 ●作業に対
 

4．保守点

 
 ●製品及び

●キトー純

 ●ロードチ

 ●保守点検

 ●保守点検

 ●保守点検

 ●保守点検

 

 
 ●保守点検

   ず守って

 

した荷を電気

チェーンに溶

チェーンに溶

ナグにて荷を

着脱部をねじ

圧以外では使

のフックラッ

キング（急逆

をほかの構造

タンコードを

トロリをスト

チェーンを直

プエッジ（鋭

掛け用具など

間率、使用頻

取り付けられ

でください。

にシタフック

用具はフック

は、ロードチ

タンの回りに

する場合は、

対し揚程が十

点検、改

び付属品の改

純正部品以外

チェーンの切

検、修理を実

検、修理は、

検、修理をす

検で異常箇所

検、修理を実

てください。

気溶接しないで

溶接機のアース

溶接用電極を絶

つっている

らないで下さ

使用しないでく

チが損傷した

逆転）や過度の

造物や配線など

他のものに引

ッパや構造物

直接荷に巻きつ

鋭利な角）にロ

でチェーンバ

頻度を超える使

れた、警告およ

 
が円滑に回転

に正しく掛け

ェーンが張っ

じんあい、砂

、2台が連動

十分であること

改造につい

改造は絶対にし

外は絶対に使用

断、継ぎ足し

実施する前に必

事業者が定め

するときは、必

所があったとき

実施するときは

 

でください。

スを接続しな

絶対に接触さ

（シリンダー

さい。ねじる

ください。

たままでは絶

のインチング

どに引っ掛け

引っ掛けたり

物に衝突させ

つけないでく

ロードチェー

バケットを突

使用は絶対に

よび注意表示

転することを

けてください

ったところで

砂などがたい

動する操作方式

とを確認して

いて 

しないでくだ

用しないでく

しは絶対行わ

必ず電源を遮

めた専門知識

必ず空荷（つ

きは、そのま

は、作業中の
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ないでくださ

させないでく

ー形又はオプ

ると荷が落下

 

絶対に使用し

グ（寸動運転

けないでくだ

り強く引っ張

せないでくだ

ください。 

ーンを接触させ

突き上げない

にしないでく

示の銘板やラベ

を確認してく

い。 

でいったん停止

い積しないよ

式としてくだ

てください。

ださい。 

ください。 
わないでくだ

遮断してくだ

識のある人が行

つり荷がない

まま使用せず

の表示（『点検

注意！

危険！

危険！

注意！

い。 

ださい。 

ションの着脱

します。 

ないでくださ

）をしないで

さい。 

ったりしない

さい。 

せないでくだ

でください。

ださい。 

ベルを外した

ださい。 

止してくださ

う常に清掃し

ださい。 

さい。 
さい。 

行ってくださ

）状態で行っ

直ちに補修し

検中』や『通

脱カナグ）時

さい。 

でください。

いでください

ださい。 

 

たり、不鮮明

さい。 

してください

さい。 

ってください

してください

電禁止』など

時は、 

 

い。 

明にしたり 

い。 

い。 

い。 

ど）を必 
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注意 ： この取扱説明書は事前の予告なく、一部内容を変更することがあります。 

 

管理者の皆様へ 

▮ この取扱説明書は、実際に電気チェーンブロックをお使いになる作業者の方を対象として内容をまとめて 

 おります。管理の為必要な部品表・点検要領等の資料は別途準備しておりますので、最寄りのキトーまで 

 お申し付けください。 

▮ キトーセレクト形電気チェーンブロックは、0.5t 未満の小容量ですので、トロリと組合せてクレーンとし 

 て使用されても、「クレーン等安全規則」の適用を受けず、「設置報告」等の届けは不要です。 

▮ 但し、安全を確保する為に、「クレーン等安全規則」を参考に管理されること、また作業者の方の運転技能 

 や玉掛け作業の資格取得を計るなど十分な教育をしてください。 
 

キトーセレクト形電気チェーンブロックの種類 
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電源電圧 単相100V　50/60Hz 単相200V　50/60Hz　220V　60Hz 3相　200V　50/60Hz　220V　60Hz

ネームプレート 赤 黒

　※但し形式表示無し、形式はモータ銘板へEXと表示有り。

赤
※



 

1．梱包

 

▮ ご注

▮ 外観

▮ ネー
 

 

 

 

 
 

修理や
 

2．使用

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

注！ 

包をあけ

注文の仕様に間

観、内容物に異

ムプレートを

や部品が必要な

用条件 

▮その他詳
 

  特殊環

購入年月日

販　 売　 店

 

注意 

けて 

チ

押

建

給

間違いはあり

異常はありま

を見て書き留

な時、この情

詳細仕様はカ

環境下でお使

Model　Lo

Serial　

　　　　　

 

チェーンバケ

押しボタンコ

建築現場用…

給電ケーブル

ませんか。付

ませんか。 

留めておいて

情報も合わせ

タログを参照

いになられる

ot　No.

No.

　　年　　　　　
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ケット……揚

揚

コード……揚

揚

……ED160、2

スイベル

必要に応

▮ ED480k

ル……ED：端

EDX、E

付属品はそろ

ください。

てお知らせく

照ください。

る時は、事前に

―

　　月　　　　　　

揚程6m 以下：プ

揚程 6m 以上：

揚程 15m 未満

揚程 15m 以上

40kg×揚程

ル式ウエフック

応じて右図を見

kg には、取手

末プラグ付

EX：端末端子

ろっています

ください。

 

にキトーにご相

　　日

プラスチック

布製（但し

：本体直結式

：プラグ、ア

15m 以上：（E

クと取手が同

見て交換して

手は取付でき

子付 

すか。 

相談ください。 

ク製（ED480kg

EX、ED480kg

式 

アダプター式(

EDX は除く）

同梱されてい

てください。

きません。 

gは3m以下）

g は 3m 以上）

(EDX は除く)

 

ます。 

（下図参照）
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3．作業の準備 

3 - 1  組  立  

(1) チェーンバケットの取付 

チェーンバケットのロードチェーン収納長さには限界があります。限界を超えた収納は事故のもとです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▮揚程より小さなチェーンバケットは絶対使ってはいけません。   ▮揚程より小さなチェーンバケットは絶対使ってはいけません。 

▮上図のようにそれぞれソケットボルト、Uナットで        ▮上図のようにそれぞれソケットボルト、レバーナット、 

取付けてください。                            あるいは Uナットで取付けてください。            

▮ワリピンで抜け止めを確実にしてください。           ▮ロードチェーンは端末から順序よく入れてください。 

▮ロードチェーンは端末から順序よく入れてください。      
 

(2) 押しボタンコードの取付（揚程 15m の場合のみ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

（シリンダー形カールコードの場合） 

カールコード損傷の恐れがあるため、カールコードを結束バンドにてチェーンバケットに固定してください。 
 

▮ロードチェーンがカールコードの中心にくるところ 

                      ろでカールコードを図のようにチェーンバケットに 

                      取付けてください。 

                     ▮取付は同梱されている結束バンドでクランプします。 

                      図のようにクランプ部がロードチェーンと接触 

                      しない向きにしてください。 

 

注意 ！ 

注意 ！ 
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(3) ギヤオイルの給油 

  ▮オイル交換の時は、注油プラグを外してギヤオイルを全部入 

   れて下さい。 

  ▮必ず純正ギヤオイルをご使用ください。 

 

(4) ロードチェーンへの塗油 

ロードチェーンには潤滑油を必ず塗ってください。 

   ▮ロードチェーンに付着したゴミや水滴を取り除いて、潤滑油 

   を塗布して下さい。 

   潤滑油の有無はロードチェーンの摩耗寿命に大きな影響を与 

   えます。マシン油やギヤ油を充分塗布して下さい。更に、キ 

   トー純正潤滑油または同等品（工業用汎用リチュームグリー 

   スちょうど番号 0号）をお使いいただくと、より長寿命を得 

   ることができます。 

  ▮ロードチェーンを無負荷状態にして、ロードシーブおよびア 

   イドルシーブに噛み合うリンクの右上図斜線////部に潤滑油 

   を塗布して下さい。潤滑油塗布後に無負荷状態で巻き上げ下 

   げを行いチェーンの潤滑油をなじませて下さい。 

  ▮ロードチェーンに潤滑油を塗布できないご使用環境の場合 

   は、弊社までご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オイル量一覧表

オイル量

（リットル）

ED 60kg , 100kg , 180kg 0.27

EDX 160kg , 240kg , 480kg 0.35

EX 100kg 0.17

対象容量(kg）機種

注意 ！ 
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(5) トロリとの組合せ 

      電気チェーンブロックとトロリは、組立図に従って結合してください。落下の危険を避けるため、ソケッ 

トボルト、ナット、U ナット、ワリピンを図のようにしっかりと取付けてください。 
 

H 形トロリと ED、EDX を組み合わせる場合には、右図のとおり 

ウエフック、クサリピン及びナットを取り外してください。 

尚、ウエカナグ（U字形の部品）はトロリと結合する際に使用 

します。 

 

 
 

《H形トロリ》※トロリに同梱されている取説の内容と異なる場合はトロリの取扱説明書に従ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

▮トロリに調整カラーは 3.2 ㎜厚が 34 枚、1㎜厚     ▮トロリに調整カラーは 3.2 ㎜厚が 34 枚、1㎜厚 

が 2枚同梱されています。              が 2枚同梱されています。 

▮ウエフックを取り外し上図のようにレール巾に      ▮ウエフックを取り外し上図のようにレール巾に 

合わせて組立ててください。             合わせて組立ててください。 

▮B と C の調整カラー枚数を誤ると荷重の中心がず        ▮2 本のソケットボルトをナット、Uナットによる 

れます。今一度枚数をチェックしてください。          ダブルナットでしっかり締めてください。（注 1） 

▮2 本のソケットボルトをナット、Uナットによる       ▮更にワリピンで抜け止めを確認してください。 

ダブルナットでしっかり締めてください。（注 1）    ▮A 寸法が B寸法（レール巾）の＋2～3㎜程度に 

▮更にワリピンで抜け止めを確認してください。     なっているか確認してください。（注 2） 

▮A 寸法が B寸法（レール巾）の＋2～3㎜程度に        ▮トロリと電気チェーンブロックが直角に組合せ 

  なっているか確認してください。（注 2）       られているか確認してください。 

 

(注 1）  U ナットを締めつけた時、Uナットとワリピン穴の間隔が 2㎜以下となるよう、調整カラー（3.2 ㎜ 

     厚 2枚、1㎜厚 2枚）で調整してください。 

(注 2)  レール等のバラツキにより、表の通りのカラー数で 2～3㎜が確保できない場合には、カラー数を 

    増減してもかまいません。 

 

 

 

レール A B C D
H　50㎜ 8 10 5 9
H　75㎜ 5 14 8 5
100㎜ 1 18 12 1

レール巾と調整カラー枚数（3.2㎜厚を32枚使用）

フ
レ
ー
ム

カ
ナ
グ

フ
レ
ー
ム

レール A B C D E
50㎜ 8 6 4 6 8
75㎜ 4 10 4 10 4
100㎜ ― 14 4 14 ―

レール巾と調整カラー枚数（3.2㎜厚を32枚使用）

フ
レ
ー
ム

フ
レ
ー
ム

危険 ！ 
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《C形トロリ》 

▮トロリに調整カラーが 2 枚同梱されています。 

▮ウエフックを外し、左図のようにトロリフレ 

 ームを 2 本の取付ボルトで取付けてください。 

▮ミゾナットをしっかり締め、ワリピンで抜け 

 止めを確実にしてください。 

▮トロリと電気チェーンブロックが直角に組合 

せられているか確認してください。 

▮ウエフックを外し、左図のようにトロリフレ 

 ームを 2本のソケットボルトで取付けてくだ 

 さい。 

▮U ナットでしっかり締めつけ、ワリピンで抜 

 け止めを確実にしてください。 

 

 

 

 

 

《TS トロリ》ED、EDX480kg のみ 

TS トロリとの結合方法の詳細は、手動トロリの取扱説明書を参照して下さい。 
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3 - 2  据 付  
 
     ▮据付工事に関する専門知識のある人に任せるか、専門業者に依頼してください。 

     ▮取付ける製造物の強度は十分か事前確認してください。 

 

(1) 走行レールへの取付 

▮トロリと結合、組立てられた状態でレール端末から 

 挿入、取付けてください。 

 

 

 

(2) ストッパの取付 

▮レールの端末には必ずストッパを取付けてください。 

▮H 形レール用、C形レール用ストッパをオプションで 

 準備しております。なお、ストッパ Bは、H形ビーム 

 幅 50 ㎜の専用部品ですので、75、100 ㎜にて御使用の 

 際は別途特殊部品としてご用命ください。 

▮TS 形トロリのストッパの取付については、手動トロリ 

 の取扱説明書を参照してください。 

3 - 3  給電ケーブルの取付と配線 
 
     ▮配線は必ず電気工事士の資格のある人に任せるか、専門業者に依頼してください。  

     ▮必ず電源を遮断してから次の作業手順で行ってください。 

 

 

▮H 形レール用と C形レール用のケーブルツリテ をオプションで準備しております。 

▮給電ケーブルを本体側から 1m おきにケーブル クリップに差し込み、ケーブルを図のように 挟んでくださ

い。 

▮それぞれケーブルツリテに  印の近くまで差し込み、ケーブルを軽く下方に引いてください。 

▮給電ケーブルの長さを下表に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーブルクリップ 

C 形用ケーブルツリテ

AHC 
H 形用ケーブルツリテ 

AHC 

危険 ！ 

危険 ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

3 - 4  す
 
     

      
 

     

     

     

      

     

     

     

     

     

      

     

     

 

接地極付コ

危険 ！ 

すべての準

▮誤った組立や

そうした危険

▮電気チェー

▮走行レール

▮走行レール

（走行面は

▮トロリの走

▮ボルト、ナ

▮押しボタン

▮電源電圧は

▮電源を ON、

場合、電源

▮上限の過巻

（EX 形を除

▮EX 形は上限

▮下限の過巻

コンセント 

接地極

準備 が終 わ

や据付は、死

険を避ける為、

ンブロックと

ルのトロリ用ス

ルのトロリ走行

地肌のままと

走行の障害とな

ット、ワリピ

コードを引っ

定格通りか。

押しボタン 

源を OFF にし

巻きに対し、上

除く） 

限の過巻きに対

巻きに対し、フ

 

 
極付プラグ 

わったら 

亡や重大な傷

、次のことを確

とトロリは正

ストッパはし

行面にペイン

とし、ペイン

なるものはな

ピン等の付け

っ張った時、

（定格値の±

   操作

してから電源

上限リミット

対し、フリク

フリクション

* お客様

3P→2P 変

ース板に

（ア  ー

（手元スイ

（差 込プラ

危険！
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傷害事故の原

確認してくださ

正しく結合され

しっかりと取

ントや油は付

ントは塗らな

ないか。 

け忘れはない

保護ワイヤ

±10%を超え

作が表示のと

3線のうち任

トスイッチが

クションが正

ンが正常に作動

▮アース線を

絶対に接

様で設置のコン

変換プラグを

に接続する設

 ス）D種接

ッチ）JIS C

ださい

ラ グ）単相 E

す。必

くださ

原因ともなりま

さい。 

れているか。

り付いている

いていないか

いでください

か。 

で力を受ける

ると、作動不

おり正しく動

任意の 2線を

正常に作動し

正常に作動する

動するか。

配線の ヒ

最 　小
太 　さ
（mm）

1.6

定

をガス管に接

接続しないでくだ

ンセントが接

を使用し、変

設置工事を行

接地工事を必

C8326「低圧箱

い。 

ED3 形の差込

必ず接地極付

さい。 

 

す。 

 

るか。 

か。 

い。 

るようになっ

不能になるこ

動くか。（3相

入れ替えてく

し、モータが

るか。 

ヒューズ ブレー

（A） （A

5 5

定　 　格 定　 

接続すると爆発

ださい。 

接地極付コン

変換プラグのア

ってください

ず行ってくだ

箱開閉器」に

込プラグは接地

付コンセントへ

っているか。 

ことがあります

相 EX 形で逆転

ください。） 

が直ちに停止す

ーカー 電流計

普　通
目　盛

A） （A）

5 5

　格

発する危険性

ンセントではな

アース線をア

い。 

ださい。 

に適合したもの

地極付(3P)プ

へ差し込んで

    

す。） 

転している

するか。 

計 アース線

の 最 小
太　 　さ
（mm）

1.6

性があります。

ない場合は、

アース棒やア

のを使用く

プラグで

でご使用
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3 - 5  昇 降 速 度 の調 整 （単相 ED、EDX 一速 形 、二 速 形 および無 段 速 形 ） 
 

▮出荷前に速度調整はしてありますが、ご使用になる電圧、周波数によってスピードが異なります。 

昇降速度は、お客様の作業に合わせ調整していただくことができます。 

     ▮電装品内部を調整する時は電源を OFF にするか、通電部分に絶対触れぬようにして調整して 

      ください。 

     ▮1 速形の場合、出荷時は最高速に合わせてあります。 

     ▮1 速形での速度調整は、高所へ設置する前に行なってください。 

      

    《1速形》変更可能機種：ED06S、ED10S、ED16S、ED24S 

                 EDX06S、EDX10S、EDX16S、EDX24S 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               【カバー閉め忘れ注意！】速度調整が終了したら、必ず電装品部カバーを閉めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▮押しボタンは 2段 

押し込み形。 

 1 段目／低速、2段 

目／高速 

▮押しボタンの裏ブタ 

を外し、ボリューム 

を回すことで、低速 

のみ調整できます。 

▮右回りで速く、左回 

りで遅くなります。 

▮押しボタンは 2段押し込み形。

 1 段目／低速、2段目／高速 

▮高速用と低速用のスピード調 

整ツマミ付。 

▮低速・高速用のツマミの目盛 

 りと実際のスピードをボリュ 

ームにより調整できます。 

▮シリンダーを上下させるこ 

とにより、上げ下げ作動。 

▮押しボタンスイッチで低 

速高速切り替え。 

▮高速用と低速用のスピー 

ド調整ツマミ付。 

▮シリンダーを上下させ 

 ることで上げ下げ作動。

▮上下の移動量によりス 

ピードをコントロール 

できます。 

注意 ！ 



 

4．使用

4 - 1  始
   

日
 

▮

▮

① 外観上破
 

② ロード
 

③ 上下フ

  シタフ
 

④ 押しボ
 

⑤ 無負荷

  直ちに停
 

⑥ 操作中
 

⑦ 警告ラベ
 

⑧ 無負荷

  が作動
 

⑨ クッシ

  ハガレ、
 

⑩ 〈60kg～

  クサリバ

  の自由長

   ＊クサ

  〈480kg

  クサリバ

  以上で

   ＊クサ
 

⑪ ダブル

  がねじれ

 

 

     何

     ご

危険 ！ 

危険 ！ 

用上の安

始業 前 チェ

日常点検が安

▮電気チェー

その日の作業

▮作業環境を

破損や部品の

チェーンに傷

ック、フック

ック首部の回

タンスイッチ

で停止した時

停止するか。

に異常音はな

ベルが剥がれ

で上限いっぱ

し、自動的に

ョンラバーが

、割れがない

～240kg の場

バネ（オプシ

長が 130mm 以

サリバネの初

gの場合（標

バネに破損は

あるか。 

サリバネの初

タイプのシタ

れていないか

何か異常を発

ご相談ください

安全注意

ェック 

安全の第一歩

ーンブロックは

業内容を確か

確かめ、作業

の欠落等異常

傷や変形はな

クラッチに傷

回転はスムー

チの    

時、ブレーキ

 

ないか。 

れていないか

ぱいに操作し

にモータが停

が変形したり

いか。 

場合（オプシ

ション）に破

以上であるか

初期自由長は

標準装備）〉 

はないか。ク

初期自由長は

タフックがと

か。又、チェ

発見したときは

い。 

意事項 

歩。作業者は

は常設され繰

かめ、定格荷

業の邪魔にな

—日常点

常はないか。

ないか。油は付

傷や変形はない

ーズか。 

操作で上下正

キが作動しモー

か。 

した時、リミッ

停止するか。

していないか

ョン）〉 

破損はないか。

か。 

は 150 ㎜です。

サリバネの

は 85 ㎜です。

んぼし、ロー

ェーンがスムー

は、直ちに使用
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は必ず日常

繰り返し同種

荷重に不足はな

なるような障
 

点検 11 ポ

付いているか

いか。 

正常に作動す

ータが 

ットスイッチ

か。ゴム部の

。クサリバネ

。 

自由長が 75 ㎜

 

ードチェーン

ーズに動くか

用を中止し、保

点検を実施

の作業に使わ

ないか確認し

害物はあらか

ポイント—

か。

するか。 

チ 

の 

ネ 

㎜ 

ン 

か。 

保守管理者に修

してから作業

われるケース

しましょう。 

かじめ整理し

 

修理を依頼す

業を始めてく

スが大半ですが

 

しておきまし

するか、キトー

ください。 

が、 

ょう。 

ーに 
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4 - 2  安全操作のための注意 
 
      誤 った操 作 は死 亡 や重 大 な傷 害 事 故 の原 因 となります。そうした危 険 を避 ける為 ……、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▮定格荷重を超える荷
を、つり上げてはいけ
ません。 

▮荷の上に乗って作業を
してはいけません。 

▮人をつり上げてはい
けません。 

▮人の頭上で荷を動かし
てはいけません。 

▮つり上げの時、一旦タル 
 ミをとってから、巻き上 
げ操作をしましょう。 

※地切りの時の衝撃を和ら 
げます。 

▮斜め引きをしてはいけま
せん。 

▮電気チェーンブロックの 
 真下で荷をつりましょう。
※本体に無理な力がかから 
 ず、故障を防ぎます。 
 横引き禁止。 

▮逆さづりはしてはいけ 
ません。 

※スムーズなロードチェ 
ーンの送り出しができ 
ません。 

▮作動時には、レンケツ
 カナグ及び周辺部に触 
れてはいけません。 

※本体とレンケツカナグ 
 の間に指を挟みケガを 
 する恐れがあります。 

▮つり上げの時、一旦タル 
 ミをとってから、巻き上 
げ操作をしましょう。 

※地切りの時の衝撃を和ら 
げます。 

▮斜め引きをしてはいけま
せん。 

▮電気チェーンブロックの 
 真下で荷をつりましょう。
※本体に無理な力がかから 
 ず、故障を防ぎます。 
 横引き禁止。 

▮逆さづりはしてはいけ
ません。 

※スムーズなロードチェ 
ーンの送り出しができ 
ません。 

▮作動時には、レンケツ
 カナグ及び周辺部に触 
れてはいけません。 

※本体とレンケツカナグ 
 の間に指を挟みケガを 
 する恐れがあります。 

危険 ！ 
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▮後ろ下がりでの作業は 
 やめましょう。 

▮操作は常に荷の後方で
 前方に注意しながら、 
 行いましょう。 

▮荷をつったまま長時間
 放置しないでください。 

▮本体を持ち運ぶ際、本
 体の投げ捨て及び落下 
 させてはいけません。 

▮過度のインチングを 
 しないでください。 
 （故障の原因となり 
 ます。） 

▮押しボタンの上下同時
 投入や急逆転も故障の 
 もととなります。おや 
 めください。 

▮押しボタンコードを
 引っ張ってはいけま 
 せん。 

▮作業後、押しボタンコ
 ―ドを離す時は振れな 
いように注意しましょ 
う。 

▮2 丁づりは、定格荷重 
 に余裕をもって行って 
 ください。 
 （上図の場合は 100kg-2 
台で操作してください。）

▮シリンダー形又は着脱 
 カナグにて荷をつって 
 いる時は、フック着脱 
 部をねじらないで下さ 
い。荷が落下します。 

▮宙づりにした荷を電気 
 溶接しないでください。 
▮ロードチェーンに電気 
 溶接機のアースを接続 
 しないでください。 
▮ロードチェーンに溶接 
 スパッタを付着させな 
いでください。 

▮つり荷でチェーンバ 
ケットを突き上げな 
いでください。 

▮荷にロードチェーンを 
 巻き付けることは絶対 
 しないでください。 

▮フックの先端に荷をか 
 けることはやめてくだ 
さい。 
▮フックの中央で荷をつ 
 ってください。 
▮フックラッチのとれた 
 フックは使ってはいけ 
ません。 

 

 

 



 

4 - 3  作
 

       
 

 

      

      

      

      
 

5．オプ

 お客様の作

 オプショ
 

 ▮各種フッ

 

 

 

 

 

 

 

 ▮クサリバ

 ■形式 ACS

 

 

 

 ▮ミニサド

 

 

 

 

 

 

 

着脱カナグ 

■形式 ATF

●ロードチェー

クッションラバ

H形サドル

NMHH

NMHC

種類 形式

H形用

注意 ！ 

危険 ！ 

作業 終 了後

あなたの思

▮使用しな

の邪魔にな

も柱などに

▮屋外設置の

かけるか

ェーンの錆

ダー式は屋

▮ロードチェ

やギヤ油）

▮定期的に点

▮修理・点検

▮修理の必要

区別してくだ

▮修理の為部

プション 

作業環境に合

ンは、60kg～

ック 

バネ 

S 

ドル 

F（max250kg） 
ーン及び 

バーは除く。 

定格荷重 スパ
（kg） S（m

H25

C25

式

250 3

後のチェッ

思 いやりが、次

い時はシタフ

ならない場所

に掛けておく

の場合、常に

雨覆いのある

錆の発生を防

屋内仕様です

ェーンに付い

）を塗ってく

点検を受けて

検は専任の保守

要な電気チェー

ださい。 

部品交換が必

合わせたいく

～240kg が対象

着脱用標準フ

■形式 ATS

  

パン  適合する
m）  走行レール幅（kg

50/75
（H形ビーム）

ク 

次 の作 業 の

フックを巻き

所に保管してく

と良いでしょ

に雨ざらしに

る場所に保管

防ぐ為、塗油

す。） 

いたゴミや水滴

ください。

てください。

守管理者に任

ーンブロックは

必要な時は、必

つかのオプシ

象です。480

フック 

（max250kg）

 適合する
g）  横行レール幅（kg

50（H形ビーム）

54（C形ビーム）
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安 全 を確 か

き上げ、通路等

ください。押

ょう。 

なるのを避け

管してください

油を励行して

滴を取り除き

（使用頻度に

任せるか、キトー

は       

必ず純正部品

ションを準備し

0kg には適用

着脱用 L 形フッ

■形式 ATL

  

自重
g） （kg）

5.3

C形サ

種類

C形用

かなものにしま

等から外れた

押しボタンコ

ける為、カバ

い。特にロー

ください。（

き、油（マシ

により、月次、

ーにご相談くだ

等の名札を

を使用してくだ

しております。

しております

ック 

（max600kg） 

サドル

定格荷
（kg）

NMCH13

NMCC13

形式

用 125

ます。 

た作業 

ード 

バーを 

ードチ 

シリン 

シン油 

半年、一年

ださい。 

付け誤って使

ださい。 

一層の安全作

す。 

O 形フック 

■形式 AOH 

（建築現場用/m

荷重 スパン 適合する
S（m） 走行レー

（C形
2.4

年毎） 

使用されないよ

作業にお役立

max250kg） 

い

■

（

る  適合する
ール幅（kg）  横行レー

54 50（H形

形ビーム） 54（C形

よう 

立てください。

かり形フック 

形式 AHA 

（建築現場用/max

る 自重
ール幅（kg） （kg）

形ビーム）

形ビーム）
3.0

 

x100kg） 
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  ▮無線仕様 

 

・単相 ED 二速形。 

・押しボタンと併用可能。 

・30m 以内の範囲で操作可能。 

（電波障害および障害物がないこと） 

 

 

 

 

 

     あなたの作業環境・条件に合わせた電気チェーンブロックの仕様について、ご相談お受けしております。 

     キトーまでお問い合わせください。 

 

6．管理の仕方 
 

重い荷を移動する時は常に危険が存在します。誤った操作や、日頃の整備を怠ればなおさらです。 

正しい操作と正しい管理が安全を守る両輪といえます。 

正しいポイントは…、 
 

▮管理責任者を決める。 

▮職場に適した作業規準や点検基準を決める。 

▮教育による作業規準の徹底を図る。 

 

分解組立要領、トラブルシューティング、及び基準作りの参考となる点検要領、等の資料も別途準備して 

います。何なりとキトーまでご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 ！ 

注意 ！ 

注意 ！ 
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7．品質保証書 
 
 キトー製品をご購入いただき誠にありがとうございます。弊社では部品の一つ一つまで、徹底した品質管 

理のもとに製品作りをしておりますが、万一不具合が発生した場合は、本保証書に基づき次のとおり保証い 

たします。 

 

1．保証の範囲 

  保証期間内において、取扱説明書（オーナーズマニュアル）、本体警告表示などの注意書きに従って使用 

  したにもかかわらず、設計、製造、資材等の原因のより故障、破損が生じた場合は、本保証書記載内容に 

  基づき、無償にて修理いたします。 

 

2．保証期間 

  現品お引渡し日から 1年間といたします。 

 

3．保証対象外の事項 

  保証期間内においても次の事項に該当する場合は補償対象外とし、有償修理となる場合があります。 

 

   （1） 定格以上の荷重で使用されたとき。 

   （2） 製品仕様を越える環境で使用されたとき。 

      （ばい煙・薬品・塩害等の外部要因の存在または特殊環境下での使用） 

（3） 使用限度以上の負荷時間率、始動頻度、または時間定格を超える使用をされなかったとき。 

（電動製品） 

   （4） 取扱説明書等に指定する保守点検および使用後の手入れを実施されなかったとき。 

   （5） 保守、整備の不備または間違いによる故障。 

   （6） 製品または付属品を改造したと認められるとき。 

   （7） 純正部品及び指定の油脂を使用しなかったとき。 

   （8） その他、取扱説明書等の指示に反して使用されたとき。 

   （9） 地震、台風、水害等の天災及び事故、火災による損傷。 

   （10） 使用損耗または経時変化に起因する不具合。 

      ※以下の部品は使用損耗部品とし、これらの損耗による故障・破損は本保証の対象外にな 

 りますので、あらかじめご了承ください。 

 （ロードチェーン、ウエフック、シタフック、油脂類） 

     なお、本製品の故障による生産ダウン等の 2次損害については補償しかねます。このような 

     事態が予想される場合には、あらかじめ代替機等を準備してください。 

 

4．修理の受け方 

  修理をお受けになる場合には、製品名称・モデルロット№・シリアル№・を購入もとまでご連絡ください。 

 

5．保証の適用 

  この保証書は日本国内においてのみ有効です。 
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